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１．令和３年度電気関係報告規則に抵触する事故発生一覧 

№ 発 生 日 時 
事 故 の 

種 別 
事 故 原 因 

発生 

場所 
事 故 の 概 要 

 

① 令和03年05月05日 波及事故 鳥獣接触（蛇） 岡山 
架 空 高 圧 電 線 路 、引 留 めクランプに蛇 が接 触 し地 絡 。  

SOGが故 障 していたためPAS動 作 せず波 及 事 故 。【 詳 細 については、P５ 参 照 】  

② 令和03年07月08日 波及事故 自然現象（雷） 広島 
当 時 、落 雷 が頻 繁 に発 生 し高 圧 ケーブルが絶 縁 破 壊 、また  

また、PAS内 部 も焼 損 。  

③ 令和03年07月08日 波及事故 自然現象（雷） 広島           同 上  

④ 令和03年07月12日 波及事故 自然現象（雷） 島根 柱 上 PASが直 撃 雷 を受 けPAS全 体 が焼 損  

⑤ 令和03年08月02日 波及事故 自然現象（雷） 山口 
誘 導 雷 で PT 焼 損 による地 絡 発 生 するも  

100V制 御 電 源 が喪 失 のためPASトリップせず波 及 事 故 。  

⑥ 令和03年08月18日 波及事故 自然現象（雷） 岡山 
雷 によりピン碍 子 が破 損 し地 絡 発 生 。  

事 故 点 がPASより電 源 側 に位 置 し保 護 不 可 のため波 及 事 故 。  

⑦ 令和03年08月16日 損壊事故 
豪雨による 

パネル崩壊 
広島 太 陽 電 池 発 電 所 の太 陽 光 パネルが豪 雨 により崩 壊  

⑧ 令和03年09月17日 波及事故 作業者過失 広島 
Ｐ Ａ Ｓ が開 放 した後 に、従 業 員 が勝 手 にＰ Ａ Ｓ を投 入 し波 及 事 故 。  

過 去 に落 雷 によりトランスの巻 線 が地 絡 【 詳 細 については、P６ 参 照 】  

⑨ 令和04年02月18日 波及事故 保守不備 島根 
仮設工事でリースの受電盤を設置、絶縁抵抗、耐圧試験も異常なし。 

受電後15分後にＰＡＳ(内蔵VTが焼損)、地絡発生し波及事故。【 詳 細 については、P７ 参 照 】  

＜備 考＞ １． ②、③、④、⑤及び⑥は、事故原因が“自然現象”のため「速報」のみ 

  ２． ⑦は、太陽電池発電所  
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２．平成２４年度から令和３年度までの１０年間の事故発生経緯 

平成２４年度～令和３年度に発生した事故発生件数を集計 

※令和元年度発生のうち火災事故は火災発生原因不確定のため数字にいれていません 
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発生した事故の原因

過失 保守不備 他物接触 設備不備 落雷 自然現象 放火 原因不確定 製作不完全 合計
除（落雷

自然現象）

Ｈ２４年度 1 5 2 0 12 2 0 0 0 22 8

Ｈ２５年度 2 7 4 0 5 0 0 0 1 19 14

Ｈ２６年度 2 3 2 0 3 2 0 0 0 12 7

Ｈ２７年度 4 5 3 0 1 1 0 0 0 14 12

Ｈ２８年度 1 4 3 1 2 0 0 1 0 12 10

Ｈ２９年度 2 4 2 0 2 0 0 0 0 10 8

Ｈ３０年度 0 2 0 0 4 4 0 0 0 10 2

Ｒ０１年度 2 0 0 1 3 1 0 0 0 7 3

Ｒ０２年度 2 3 1 0 1 1 0 1 0 9 7

Ｒ０３年度 1 1 1 0 5 1 0 0 0 9 3

合計件数 17 34 18 2 38 12 0 2 1 124

比率(％) 14 27 15 2 31 10 0 2 1 100
74

原 因
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３．令和３年度発生の雷による波及事故調査分析 

 

 

№ 質 問 事 項 

回      答 

No.2 
波及事故 

No.3 
波及事故 

No.4 
波及事故 

No.5 
波及事故 

No.6 
波及事故 

1. 被災需要家の設備容量 52(KVA) 111(KVA) 350(KVA) 200(KVA) 120(KVA) 

2. 避雷器の設置の有無 無 無 無 有 無 

3. 受電柱周辺に高い構造物の有無 有 無 無 有 有 

4. 近く中電配電線に避雷器の有無 有 無 無 有 有 

5. 中電配電線に架空地線の有無 有 有 無 有 有 

6. 
ＰＡＳの損傷程度 
(全壊、外箱変形、碍子、ＶＴ、ＬＡ) 

内部焼損 内部焼損 内部焼損 
ＶＴ 

内蔵 
ＶＴ焼損 

ピン碍子な
の で Ｐ Ａ Ｓ
損傷無し 

7. 落雷時の他の機器の損傷の有無 ----- ----- ----- ----- ----- 

8. 
ＰＡＳの外箱の接地抵抗値、接地極ま
での距離は？ 

8(Ω) 
1(m) 

9(Ω) 
1(m) 

2.65(Ω) 
25(m) 

未測定 
4(Ω) 
15(m) 

9. 
ＳＯＧ制御箱の Z2 端子の接地は上記８
とは別接地か？ 
またその接地抵抗値は？ 

外箱 
同一 
接地 

外箱 
同一 
接地 

外箱 
同一 
接地 

外箱 
同一 
接地 

外箱 
同一 
接地 

10. 
ＳＯＧ制御箱の P2 端子は上記８と別接
地か？ 
またその接地抵抗値は？ 

外箱 
同一 
接地 

別接地 
7.5(Ω) 

別接地 
2.91(Ω) 

外箱 
同一 
接地 

外箱 
同一 
接地 

11. その他 ----- ----- ----- ----- ----- 

項 目 名 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

需 要 家 避 雷 器 設 置 は 有 り 1 1 1 1  

需 要 家 避 雷 器 設 置 は 無 し 3 2 0 4  

近 く に 高 い 構 造 物 無 し 4 2 1 2  

中 電 避 雷 器 近 辺 に 有 り 2 0 1 3  

中 電 避 雷 器 近 辺 に 無 し 2 3 1 2  

Ｐ Ａ Ｓ 損 傷 （ 全 損 ） 3 2 0 0  

Ｐ Ａ Ｓ 損 傷 （ 部 分 損 ） 1 ----- 1 4  

ピ ン 碍 子 破 損 ----- ----- ----- 1  

年 度 発 生 総 件 数 4  1 5  



 

-4- 

 ４．感電事故、波及事故及び火災事故発生の推移 
 

令和３年度の事故発生は全部で９件です。 

内、雷事故５件、豪雨による太陽光パネル破損１件が含まれます。 

これら自然災害によるものは検討の手順から除外する事とし、また太陽光発電の土石流によるパネル破損も

検討事項から除外とすると管理上考慮が必要とする発生は３件の発生となっています。 

平成２１年から令和３年の１３年間の事故発生した月をみてみると７月、８月９月の暑い時期に多く発生してい

ます。 

夏は湿度も高く、雷の発生も多い。また小動物も活動が活発になるためこれらによる事故が多いと思われます。 

特に絶縁不良や小動物等に注意が必要であり、最後の砦となるＰＡＳの動作試験の確認が必要と思われます。 

 

令和３年度の発生は５月１件、７月３件、８月３件、９月１件、２月１件です。 
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5．事 故 状 況 報 告 

 [事故発生の状況]

 ５月 ５日 ２３：５６ 中国電力ネットワーク㈱ 変電所DGR動作により自動遮断。

０１：２５ 電力会社職員がPAS不動作（入のまま）であることを確認しPASを開放  

して当事業場を切離した後、遮断中の配電線を復帰する。

０２：３０ 電気管理技術者が出動、当事業場従業員と共に原因調査を行う。

高圧回路一括の絶縁抵抗 ０MΩで地絡状態であったが濃霧で深夜

作業のため絶縁不良箇所特定できず。

SOG付PAS 不動作の原因調査、SOG制御電源AC100Vを印加しテスト

釦を押すもGR動作表示しないためSOG付PAS不良と判断する。

SOG付PASの取替工事を設置者に要請する。

 ５月 ６日 １０：００ 当事業場従業員が架空高圧電線路に蛇が接触していることを発見。

体長３ｍの蛇の頭が引留クランプカバー内に突っ込み、尻尾が腕金

に巻き付いていた。

　　クランプカバー内には数羽の雀の雛がおり、これを狙って蛇が

　　登ったと思われる。

１４：５０ 当事業場従業員にて蛇の除去作業を実施。

絶縁抵抗も０MΩ から １００MΩに回復。

１７：００ SOG付PASの取替え工事とこれに伴う竣工試験を実施。

高圧回路一括の絶縁抵抗 １００MΩを確認し受電、異常なし。

事故再発防止対策及び教訓

１．支線に蛇登り防止具等（蛇返し）を取付け、蛇が登らないようにする。

２．電線路及び支線と樹木との離隔が十分確保できるよう周辺樹木の伐採を行う。　　　　　

３．取替更新時期を超過した主要高圧機器は計画的に更新する。

　　（SOG付PAS更新は復旧前に実施済）

水平展開項目

１．支線に蛇返しを取付け、蛇が登らないようにする。

（一社）中国電気管理技術者協会

℃

１４　年

前回の年次点検
実　　　施　　　日

令和 ３ 年 ３ 月１８日　天候　 直近の月次点検日 令和 ３ 年 ４ 月２１日 （水）

担当者の状況 年齢 ７３歳 経験年数 ２４　年
需要家担当後

何　　　年

[ 原 因 ]

[ 処 置 ]

ＳＯＧ設置は？ 有　・　無
“有”の場合なぜ動作

しなかったのか記載
SOG施設後２９年経過、経年劣化していた

停電時間 １時間４９分

発 生 場 所 岡山県 業種

被 害 機 器 高圧架空電線路 設備容量 １,２３９ｋＶＡ

件 名 蛇による波及事故 No ①

発 生 日 時 令和３年５月５日（水） 天候 曇り 気温
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 [事故発生の状況]

９月１７日 ０６：５５ 設置者が停電している事を確認、事故点を取除かない状態で電気管理

技術者に連絡せずPASを投入した為、波及事故。

０７：２０ 事業場から電気管理技術者に停電しているとの連絡あり、事業場に急行、

SOGの動作を確認し各部点検の結果、トランスの絶縁不良と判明（０MΩ）

工事業者に連絡しトランスの取替を依頼する。

１．事故点が取除かれてない状態で電気管理技術者の指示を受けず設置者がPASを投入した。

２．以前、落雷により停電したことが２回あり、その内、令和３年７月に近くの配電線に直撃雷が有り

　　変圧器がダメージを受けていたものと推測される。

　　変圧器取替え後、油を抜き内部点検を実施したところ、コアーと巻線の一部がショート及び碍子に

　　亀裂が確認された。

 V結線の変圧器２台の取替え工事を実施、絶縁も１０００MΩに改善された。

事故再発防止対策及び教訓

１．PASが切れた時は必ず電気管理技術者に連絡し指示によりPASを投入することを徹底する。

２．「注意書き」を分かり易い位置に張替。

水平展開項目

PASのロープに「注意書き」を貼り付ける。

“有”の場合なぜ動作

しなかったのか記載

設備容量 ３５ｋＶＡ

件 名 変圧器絶縁不良及び設置者の過失 No ⑧

発 生 日 時 令和３年９月１７日（金） 天候 小雨 気温

発 生 場 所 広島県

℃

業種

[ 原 因 ]

[ 処 置 ]

ＳＯＧ設置は？ 有　・　無

停電時間

（一社）中国電気管理技術者協会

２３　年

前回の年次点検
実　　　施　　　日

令和 ２ 年１２月 ５ 日 天候　晴れ 直近の月次点検日 令和 ３年 ８月 ６日（金）

担当者の状況 年齢 ８０歳 経験年数 ４０　年
需要家担当後

何　　　年

　地絡動作したが地絡状態でPASを再投入

３分

被 害 機 器 トランス（V結線の１台）
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 [事故発生の状況]

２月０８日 新設のリース受電設備の竣工試験実施、異常なし 

（絶縁抵抗：ＰＡＳ～ケーブル２０００ＭΩ）

２月１８日 １０：３０ 受電前に絶縁抵抗測定実施

（ＰＡＳ～ＬＢＳ一次）１００ＭΩ（ＰＡＳ上部に積雪）

１０：４５ 受電

１１：０１ 中電電力(株)変電所がＤＧＲ動作により自動遮断

１１：０２ 再閉路失敗

１１：１５ ＰＡＳ開放

１２：２６ 当該事業場を除き送電・異常なし

事故後のＲ相、Ｔ相間の絶縁抵抗０（ＭΩ）、この事からＰＡＳのＶＴが事故点であると認識する。

後日、ＰＡＳをメーカーに送り調査した結果ＶＴが焼損地絡している事が判明し、その原因は

「①P1、P2に別電源を印加した。 ②受電中のＶＴ２次側から用途外の負荷を接続した。③耐圧

試験時に３相一括になっていなかった。」事が考えられるとの事であったが①～③全ての試験

で問題は無かった。

また、ＰＡＳ～ＬＢＳ一次側までの絶縁抵抗は１００(ＭΩ)あり地絡事故になるような絶縁抵抗値

ではなかった。 このことからリース用ＰＡＳは現場を度々移動するため、ＶＴに振動や衝撃が加

わり劣化が進み焼損事故に至ったものと思われる。

ＰＡＳ、ＳＯＧ取替工事を実施

事故再発防止対策及び教訓

①ＰＡＳ出庫前の点検にＶＴ二次側の電圧を確認する。

②ＶＴのＰ1,Ｐ2間の抵抗値の測定

③複数でのチェック項目の確認

水平展開項目

受電後のＰＡＳの制御電圧、電流を確認する。

（一社）中国電気管理技術者協会

℃

－  年

前回の年次点検
実　　　施　　　日

直近の月次点検日

担当者の状況 年齢 ７０歳 経験年数 １３　年
需要家担当後

何　　　年

[ 原 因 ]

[ 処 置 ]

ＳＯＧ設置は？ 有　・　無
“有”の場合なぜ動作
しなかったのか記載 ＰＡＳの内蔵ＶＴ焼損のため制御電圧喪失

停電時間 １時間２５分

発 生 場 所 島根県 業種

被 害 機 器 ＰＡＳ(ＶＴ内蔵) 設備容量 １００ｋＶＡ

件 名 ＰＡＳ(ＶＴ内蔵の焼損事故)による波及事故 No ⑨

発 生 日 時 令和４年２月１８日（金） 天候 曇 気温
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